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PET 装置は高感度で放射性薬剤の体内分布

を非侵襲に定量出来る手法として広く利用さ

れている。特に小動物 PETにおいては 2 mmの

空間分解能を達成しているがコスト等の兼ね

合いから感度が追い付いていないのが現状で

ある。感度を向上するために最も簡便な方法は

エネルギーウィンドウを広げることであるが、

単純にエネルギーウィンドウを広げただけで

は散乱線の増加や空間分解能の劣化を招く。エ

ネルギーウィンドウを広げた際に得られる複

数の検出器にまたがる検出器間散乱（図１）は

検出位置に関する情報を有しているにもかか

わらずどちらの検出器で散乱したかを特定で

きないためこれまで利用されてこなかった。本

研究では検出器間散乱において、検出した検出

器の順序を同時計数情報から特定する手法を

開発し、空間分解能を維持したまま PET 装置

の高感度化を試みた。 

 

図１	
 PETにおける検出器間散乱 

 

3次元検出器によって構成される小動物 PET

装置を模擬したシミュレーションを 3 種類の

シンチレータ（LSO,GSO,GAGG）において実

施した。検出深さ情報は 10 mmから 1.25 mm

までを後処理で付加した。表１に従来法と提案

手法における検出器間散乱の正答率、平均誤差

距離及び提案手法によって得られる感度を示

す。得られた結果から本手法は 30-60%程度の

感度向上に寄与することが期待される。特に、

本手法は実行原子番号の低いシンチレータほ

ど、感度向上率が高い結果が得られた。また、

検出器の深さ分解能が高いほど検出した検出

器の順序を特定する精度が向上する結果とな

った。 

 

表１	
 正答率、平均誤差距離、感度 
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